
第
一
条
の
二
の
七

法
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
障
害
児
の
心
身
の

状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
児
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課

題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
、内
容
及
び
量
、

障
害
児
通
所
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
定
め
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
当
該
通
所
給
付
決
定
又
は
通
所
給
付
決
定
の
変
更
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
開
始
日
か
ら
起

算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
二
の
七

法
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
障
害
児
の
心

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
児
の
総
合
的
な
援
助
の
方
針
及
び
生
活
全
般
の
解
決
す
べ

き
課
題
、
提
供
さ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
、
内
容
及

び
量
、
障
害
児
通
所
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該

各
号
に
定
め
る
期
間
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
定
め
る
期

間
に
つ
い
て
は
、
当
該
通
所
給
付
決
定
又
は
通
所
給
付
決
定
の
変
更
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
開
始
日

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
一
条
の
二
の
八

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
生
徒

又
は
学
生
と
す
る
。

第
一
条
の
二
の
八

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

生
徒
又
は
学
生
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

第
一
条
の
四

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
は
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施

設
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
前
二
条
に
定
め
る
保
護
（
次
項
に
お
い
て
「
保
護
」
と
い
う
。）を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

第
一
条
の
四

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支

援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
前
二
条
に
定
め
る
保
護
（
次
項
に
お
い
て
「
保
護
」
と
い
う
。）を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
里
親
、
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
者
と
し
て
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
た
者
そ
の
他
の
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
す
る
。

法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
里
親
、
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
者
と
し
て
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
た
者
そ
の
他
の
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
す
る
。

第
一
条
の
九

法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
お
い
て
行
わ
れ
る
養
育

は
、
同
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
（
以
下
「
養
育
者
」
と
い
う
。）の
住
居
に
お
い
て
、
複
数
の
委

託
児
童
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
（
以
下

「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
」
と
い
う
。）に
委
託
さ
れ
た
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
一
条
の

三
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
養
育
者
の
家
庭
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
相
互
の
交
流
を
行
い
つ
つ
、
委
託
児

童
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、豊
か
な
人
間
性
及
び
社
会
性
を
養
い
、

委
託
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
九

法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
お
い
て
行
わ
れ
る
養
育

は
、
同
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
以
下
「
養
育
者
」
と
い
う
。）の
住
居
に
お
い
て
、
複
数

の
委
託
児
童
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者（
以

下
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
」
と
い
う
。）に
委
託
さ
れ
た
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
一
条

の
三
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
養
育
者
の
家
庭
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
相
互
の
交
流
を
行
い
つ
つ
、
委
託

児
童
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
及
び
社
会
性
を
養

い
、
委
託
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
十
六

（
略
）

第
一
条
の
十
六

（
略
）

前
項
の
養
育
者
は
、
こ
の
命
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行

う
住
居
の
他
の
養
育
者
等
に
こ
の
命
令
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
養
育
者
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行

う
住
居
の
他
の
養
育
者
等
に
こ
の
省
令
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
二
十
三
の
二

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
委
託
児
童
に
係
る
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め

る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払

を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
二
十
三
の
二

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
委
託
児
童
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
給

付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受

け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

第
一
条
の
三
十
一

法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
養
育
里
親
で
あ
つ
て
、
法

第
三
十
四
条
の
二
十
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
並
び
に
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
養
育
者
の
業
務
を
適
正

に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
三
十
一

法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、養
育
里
親
で
あ
つ
て
、

法
第
三
十
四
条
の
二
十
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
並
び
に
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
養
育
者
の
業
務
を
適

正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
一
条
の
三
十
二

法
第
六
条
の
三
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
市
町
村
長
が
行
う

研
修（
市
町
村
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）を
修
了
し
た
保
育
士（
国

家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
特
区
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
五
第
五
項

に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
内
に
あ
る
家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
場
所
に
あ
つ
て
は
、
保
育
士
又
は
当
該
事
業

実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
）
又
は
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

と
市
町
村
長
が
認
め
る
者
と
す
る
。

第
一
条
の
三
十
二

法
第
六
条
の
三
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
市
町
村
長
が

行
う
研
修
（
市
町
村
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）を
修
了
し
た
保
育

士
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
特
区
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
五

第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
内
に
あ
る
家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
場
所
に
あ
つ
て
は
、
保
育
士
又
は
当

該
事
業
実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
）
又
は
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
者
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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